
課程 募集定員 240人

168 人 （募集定員の 70 ％ ）

：

72 人 （募集定員の 30 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 695 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 50 点

＜ 合　計＞ 575 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態　　個人面接
　２　時間　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校における活動状況
　　(3)将来の進路希望
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)表現力等 ４０点
　　(2)態度　　 １０点

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する７２人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（８６人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 7 3

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は７：３とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の４に当てはまる生徒を重視します。また、中学校において日々の学習に取
り組み、学習成績の向上に努めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、日本を代表する水産都市・気仙沼の伝統校として多くの卒業生を送り出してきました。卒業生は全国で活躍しています。本校
は、若者の「志」を育み、予測困難な時代の中で人生や社会をよりよく変えていく力を育てます。
　キーワードは、「健全な心身」「地域愛」「国際的視野」「新時代に対応できる学力」「創造的能力」「協働的な学び」「グローバル・
リテラシー（異なる文化や価値観を持った人たちと交渉や協働できる能力）」です。「大学進学など、地域の期待を担う高校」として、未
来の社会の創り手を育てることにより社会的な役割を果たします。

〇求める生徒像
　自己の目標の実現に向けて、学び続ける強い意志を持ち、次の１～４のいずれかに当てはまる生徒を求めます。
　１　社会のリーダーを目指し、大学進学などの目的意識を明確に持ち、自らの可能性に挑戦する生徒
　２　本校での学習活動に十分対応できる学力を有し、継続的に学習に取り組む強い意志のある生徒
　３　地域社会を理解し、グローバルな視点で未来社会を考えようとする生徒
　４　次の(1)、(2)のいずれかに当てはまる生徒
　　(1)体育的活動、文化的活動、社会的活動等で優れた実績を収めた生徒
　　(2)中学校の学習やその他の活動において、集団の中心として活動した生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

普通科学校名 宮城県気仙沼高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック

131



課程 募集定員 80人

16 人 （募集定員の 20 ％ ）

：

16 人 （募集定員の 20 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 135 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

　３　  面接 ３段階評価 （Ａ～Ｃ）
＜ 合　計＞ 635 点

　Ⅱ　選抜方法

　
　Ⅲ　その他

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 ３段階評価 （Ａ～Ｃ）

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

普通科学校名 宮城県南三陸高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、将来地域を支え、地域を担っていく有為な人材を育成するため、地域に根ざし、地域に学び、地域を考える学習を重視していま
す。その上で、生徒の多様な進路目標達成のため、生徒の個々に即したきめ細やかな学習指導に力を入れ、生徒の夢の実現を全力でサポー
トしています。
　また、宮城県唯一の連携型中高一貫教育を実施する高校として、高校教員が連携中学校で授業を行ったり、生徒会や部活動で中学生とと
もに学んだりしています。

〇求める生徒像
　本校では、地域や他者との積極的な関わりの中で自らを磨こうとする、次の１～５に当てはまる生徒を求めます。
  １　本校への志望理由が明確であり、入学後も進路実現に向けて努力できる生徒
　２　基本的な生活習慣が身に付いており、日常の学習活動に対して真剣に取り組める生徒
　３　中学校の学習において、基礎学力が身に付いている生徒
　４　中学校において、部活動、生徒会活動、ボランティア活動等に意欲的に取り組んだ生徒
　５　これからの地域の担い手を目指し、自覚を持って日々の諸活動に主体的に取り組もうとする生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 特色選抜/連携型選抜　→　共通選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　集団面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)高校生活への意欲
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)態度
　　(2)表現力等

※面接については、１日目に実施す
る。

学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記 「求める生徒像」の３及び５のいずれかに当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を１. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する１６人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（１９人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、面接の結果や調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　　第一次募集と同じ
　４　観点
　　　第一次募集と同じ

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

・　南三陸高校では、募集定員の４０％を第一次募集で、６０％を連携型選抜で選抜します。

第２志望とすることができ
る学科・コース なし

学校
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課程 募集定員 40人

8 人 （募集定員の 20 ％ ）

：

8 人 （募集定員の 20 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 135 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

　３　  面接 ３段階評価 （Ａ～Ｃ）
＜ 合　計＞ 635 点

　Ⅱ　選抜方法

　
　Ⅲ　その他

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 ３段階評価 （Ａ～Ｃ）

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

情報ビジネス科学校名 宮城県南三陸高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、将来地域を支え、地域を担っていく有為な人材を育成するため、地域に根ざし、地域に学び、地域を考える学習を重視していま
す。その上で、生徒の多様な進路目標達成のため、生徒の個々に即したきめ細やかな学習指導に力を入れ、生徒の夢の実現を全力でサポー
トしています。
　また、宮城県唯一の連携型中高一貫教育を実施する高校として、高校教員が連携中学校で授業を行ったり、生徒会や部活動で中学生とと
もに学んだりしています。

〇求める生徒像
　本校では、地域や他者との積極的な関わりの中で自らを磨こうとする、次の１～５に当てはまる生徒を求めます。
  １　ビジネスやコンピュータによる情報処理に強く関心をもち、本校への志望理由が明確で、入学後も進路実現に向けて努力できる生徒
　２　基本的な生活習慣が身に付いており、日常の学習活動に対して真剣に取り組める生徒
　３　中学校の学習において、基礎学力が身に付いている生徒
　４　中学校において、部活動、生徒会活動、ボランティア活動等に意欲的に取り組んだ生徒
　５　これからの地域の担い手を目指し、自覚を持って日々の諸活動に主体的に取り組もうとする生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 特色選抜/連携型選抜　→　共通選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　集団面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)高校生活への意欲
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)態度
　　(2)表現力等

※面接については、１日目に実施す
る。

学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記 「求める生徒像」の３及び５のいずれかに当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を１. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する８人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（１０人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、面接の結果や調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　　第一次募集と同じ
　４　観点
　　　第一次募集と同じ

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

・　南三陸高校では、募集定員の４０％を第一次募集で、６０％を連携型選抜で選抜します。

第２志望とすることができ
る学科・コース なし

学校
ホームページ
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課程 募集定員 120人

60 人 （募集定員の 50 ％ ）

：

60 人 （募集定員の 50 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 890 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する６０人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（７２人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の４に当てはまる生徒を重視します。また、中学校において日々の学習に努
力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、「響生、知性、至誠」を校訓とし、基礎的・基本的な学力の定着と向上、更に自ら学ぶ意欲の育成を図るとともに、社会の一員
としての自覚を持って地域に積極的に貢献する人材を育成します。また、生徒の多様な進路希望の実現を可能にし、家庭、地域社会と一体
となって生徒を育てる開かれた学校です。

〇求める生徒像
　　豊かな感性をもち、自主的・創造的に生き生きと活動する、次の１～４の全てに当てはまる生徒を求めます。
　１　本校で学ぼうとする明確な目標をもち、学校生活に自主的、創造的に臨む生徒
　２　基本的な生活習慣が身に付いており、互いの立場を考え他者とのコミュニケーションを取ることができる生徒
　３　進路実現に向かって継続的に努力し、進学教養・産業情報（商業・工業）・生活表現（美術・音楽）・人間環境（理科・家庭・
　　福祉・農業）のいずれかの分野に強い興味、関心のある生徒
　４　部活動や特別活動等に熱心に取り組むことができる生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

総合学科学校名 宮城県本吉響高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ
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課程 募集定員 40人

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

：

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 890 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 ３段階評価 （Ａ～Ｃ）

＜ 合　計＞ 495 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　　(1)志望動機
　　　(2)中学校での活動状況
　　　(3)社会的関心
　　　(4)自己理解
　４　観点
　　　(1)態度
　　　(2)表現力等

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１．０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 産業経済科、機械技術科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する２０人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（２４人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の５に当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
　本校は相手を思いやり、互いの考え方を大切にする生徒を全力で応援する学校です。授業では、3つの科それぞれの特徴に応じて、海の環
境と資源を守り、活用する学びと、ロボットとものづくりに関わる学びをしています。船舶、通信、食品、機械について、幅広い専門知識
と資格・技術を身に付けることができます。生徒たちは地域社会の課題に挑戦しながら、様々な活動で自ら考え、自分の持つ力を高めよう
としています。これらの有意義な学校生活の中で育んだ力は、就職や進学などの進路達成と、その先の将来に生かすことができます。

○求める生徒像
　本校の学びに粘り強くベストを尽くす、次の１～５に当てはまる生徒を求めます。
　１　電子・情報・通信または海洋に関する学習に強い興味・関心がある生徒
　２　日々の授業を大事にし、専門知識や技術･技能をしっかり身に付けようと努力する生徒
　３　学習以外の活動も頑張れる生徒
　４　毎日の生活のリズムが整っており、気持ちの良いあいさつができる生徒
　５　基礎学力が定着している生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 特色選抜　→　共通選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

情報海洋科学校名 宮城県気仙沼向洋高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

：

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 890 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 ３段階評価 （Ａ～Ｃ）

＜ 合　計＞ 495 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　　(1)志望動機
　　　(2)中学校での活動状況
　　　(3)社会的関心
　　　(4)自己理解
　４　観点
　　　(1)態度
　　　(2)表現力等

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１．０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 情報海洋科、機械技術科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する２０人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（２４人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の５に当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
　本校は相手を思いやり、互いの考え方を大切にする生徒を全力で応援する学校です。授業では、3つの科それぞれの特徴に応じて、海の環
境と資源を守り、活用する学びと、ロボットとものづくりに関わる学びをしています。船舶、通信、食品、機械について、幅広い専門知識
と資格・技術を身に付けることができます。生徒たちは地域社会の課題に挑戦しながら、様々な活動で自ら考え、自分の持つ力を高めよう
としています。これらの有意義な学校生活の中で育んだ力は、就職や進学などの進路達成と、その先の将来に生かすことができます。

○求める生徒像
　本校の学びに粘り強くベストを尽くす、次の１～５に当てはまる生徒を求めます。
　１　食品や流通に関する学習に強い興味・関心がある生徒
　２　日々の授業を大事にし、専門知識や技術･技能をしっかり身に付けようと努力する生徒
　３　学習以外の活動も頑張れる生徒
　４　毎日の生活のリズムが整っており、気持ちの良いあいさつができる生徒
　５　基礎学力が定着している生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 特色選抜　→　共通選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

産業経済科学校名 宮城県気仙沼向洋高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

：

20 人 （募集定員の 50 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 890 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 ３段階評価 （Ａ～Ｃ）

＜ 合　計＞ 495 点

　Ⅱ　選抜方法

機械技術科学校名 宮城県気仙沼向洋高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
　本校は相手を思いやり、互いの考え方を大切にする生徒を全力で応援する学校です。授業では、3つの科それぞれの特徴に応じて、海の環
境と資源を守り、活用する学びと、ロボットとものづくりに関わる学びをしています。船舶、通信、食品、機械について、幅広い専門知識
と資格・技術を身に付けることができます。生徒たちは地域社会の課題に挑戦しながら、様々な活動で自ら考え、自分の持つ力を高めよう
としています。これらの有意義な学校生活の中で育んだ力は、就職や進学などの進路達成と、その先の将来に生かすことができます。

○求める生徒像
　本校の学びに粘り強くベストを尽くす、次の１～５に当てはまる生徒を求めます。
　１　ロボット･機械･プログラミングなどのものづくりに強い興味・関心がある生徒
　２　日々の授業を大事にし、専門知識や技術･技能をしっかり身に付けようと努力する生徒
　３　学習以外の活動も頑張れる生徒
　４　毎日の生活のリズムが整っており、気持ちの良いあいさつができる生徒
　５　基礎学力が定着している生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 特色選抜　→　共通選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 5 5

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は５：５とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の５に当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する２０人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（２４人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　　(1)志望動機
　　　(2)中学校での活動状況
　　　(3)社会的関心
　　　(4)自己理解
　４　観点
　　　(1)態度
　　　(2)表現力等

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１．０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 情報海洋科、産業経済科

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

4 人 （募集定員の 10 ％ ）

：

36 人 （募集定員の 90 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 48.75 点

：

：

　２　  学力検査 125 点

：

　３　  面接 100 点
＜ 合　計＞ 273.75 点

　Ⅱ　選抜方法

　
　Ⅲ　社会人特別選抜：有

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 48.75 点

：

：

　２　  学力検査 50 点

：

　３　  面接 100 点

＜ 合　計＞ 198.75 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態　　個人面接
　２　時間　　１５分程度
　３　内容
　　　第一次募集と同じ
　４　観点
　　　第一次募集と同じ

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を０．２５倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を０．５倍にする

国語、数学 各教科２５点満点

・　学力検査を免除し、面接を実施する（面接については学校へ問い合わせること）。

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点及び面接の得点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜
　　する３６人の１２０％の範囲に含まれる者（４３人）を対象として行う。

・　学力検査点、調査書点及び面接の得点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１５分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校（職場、前籍校）で
       の活動・生活状況
　　(3)入学後に取り組みたいこと
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)学校生活に対する意欲
　　　　　　　　　　　　６０点
　　(2)コミュニケーション能力
　　　　　　　　　　　　４０点

※面接については、２日目に実施す
る。

学力検査：調査書 3 7

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は３：７とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の１～３の全てに当てはまる生徒を重視します。また、面接の結果を重視し
ます。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を０．２５倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を０．５倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．２５倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校生徒は、一人ひとりが主体的で充実した学校生活を送ることを目標に、元気に通学し勉強に励んでいます。本校では「学び直しを取
り入れたわかる授業づくり」を学習の重点目標にしています。中学校までの学習内容が不安でもスムーズに高校での学びにつなげていきま
す。各学年１学級、４学年で全校生徒３０人（令和５年４月現在）です。少人数で学べるので、きめ細かい学習を進めることができます。
さまざまな学校行事を通し、アットホームな雰囲気の中で自分に合った役割を担って自分の良さをみがくことができます。

〇求める生徒像
　受験する皆さんの「これまでがどうだったかより、これからどうするのか」という気持ちを大切にしていきます。これまでの学校生活で
自分自身の能力や適性を十分生かしきれなかった人も、本校で日々の授業を大切にすることにより、自分の目標を決めてその実現に挑戦し
ていくことを強く望みます。
　よって、本校では次の１～３の全てに当てはまる生徒を求めます。
　１　働きながら学ぶことを強く望み、気仙沼高校定時制で学びたいと思う生徒
　２　社会で自立するために、基礎・基本となる学力の習得に取り組み、毎日の授業を大切にする生徒
　３　他者の立場を尊重し、思いやりの心と協調性をもつ人、かつ、粘り強く物事に取り組み、最後まであきらめずに成し遂げることを
    目指す生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

普通科学校名 宮城県気仙沼高等学校 定時制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員
連携型選抜

４８人

48 人 （普通科募集定員の 60 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 135 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

　３　  面接 ３段階評価 （Ａ～Ｃ）
＜ 合　計＞ 635 点

　Ⅱ　選抜方法

普通科学校名 宮城県南三陸高等学校 全日制
学科

（コース・部）

面接

連　携　型　選　抜

対象：令和７年３月に連携型中学校を卒業見込みの者　

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、将来地域を支え、地域を担っていく有為な人材を育成するため、地域に根ざし、地域に学び、地域を考える学習を重視してい
ます。その上で、生徒の多様な進路目標達成のため、生徒の個々に即したきめ細やかな学習指導に力を入れ、生徒の夢の実現を全力でサ
ポートしています。
　また、宮城県唯一の連携型中高一貫教育を実施する高校として、高校教員が連携中学校で授業を行ったり、生徒会や部活動で中学生と
ともに学んだりしています。

〇求める生徒像
　本校では、地域や他者との積極的な関わりの中で自らを磨こうとする、次の１～５に当てはまる生徒を求めます。
  １　本校への志望理由が明確であり、入学後も進路実現に向けて努力できる生徒
　２　基本的な生活習慣が身に付いており、日常の学習活動に対して真剣に取り組める生徒
　３　中学校の学習において、基礎学力が身に付いている生徒
　４　中学校において、部活動、生徒会活動、ボランティア活動等に意欲的に取り組んだ生徒
　５　これからの地域の担い手を目指し、自覚を持って日々の諸活動に主体的に取り組もうとする生徒

連　携　型　選　抜（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文のうち

実施するもの

※　連携型選抜によって選抜されなかった者は、第一次募集出願者と併せて、共通選抜でさら
　　に１６人を選抜する。

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　集団面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)高校生活への意欲
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)態度
　　(2)表現力等

※面接については、１日目に実施
する。

学校情報はこちら

※　第一次募集の特色選抜による合格者の者の数が、第一次募集の特色選抜の募集人数１６人
　　に満たない場合、当該募集人数から当該合格者の数を減じた人数を連携型選抜の募集人数
　　に加えることができる。

音楽、美術、保健体育、技術家庭

国語、数学、社会、英語、理科

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、連携型選抜で選抜する４８人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（５７人）を対象として行う。

・　学力検査点、調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活動の
　　記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

全学年の評定を１. ０倍にする

全学年の評定を１. ０倍にする

得点を１．０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科

公立高校

ガイドブック
学校

ホームページ
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課程 募集定員
連携型選抜

24人

24 人 （情報ビジネス科定員の 60 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 135 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

　３　  面接 ３段階評価 （Ａ～Ｃ）
＜ 合　計＞ 635 点

　Ⅱ　選抜方法

国語、数学、社会、英語、理科

※　連携型選抜によって選抜されなかった者は、第一次募集出願者と併せて、共通選抜でさら
　　に８人を選抜する。

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　集団面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)高校生活への意欲
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)態度
　　(2)表現力等

※面接については、１日目に実施す
る。

学校情報はこちら

※　第一次募集の特色選抜による合格者の者の数が、第一次募集の特色選抜の募集人数８人に
　　満たない場合、当該募集人数から当該合格者の数を減じた人数を連携型選抜の募集人数に
　　加えることができる。

音楽、美術、保健体育、技術家庭

国語、数学、社会、英語、理科

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、連携型選抜で選抜する２４人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（２８人）を対象として行う。

・　学力検査点、調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活動の
　　記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

全学年の評定を１. ０倍にする

全学年の評定を１. ０倍にする

得点を１．０倍にする

面接

連　携　型　選　抜

対象：令和７年３月に連携型中学校を卒業見込みの者　

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、将来地域を支え、地域を担っていく有為な人材を育成するため、地域に根ざし、地域に学び、地域を考える学習を重視していま
す。その上で、生徒の多様な進路目標達成のため、生徒の個々に即したきめ細やかな学習指導に力を入れ、生徒の夢の実現を全力でサポー
トしています。
　また、宮城県唯一の連携型中高一貫教育を実施する高校として、高校教員が連携中学校で授業を行ったり、生徒会や部活動で中学生とと
もに学んだりしています。

〇求める生徒像
　本校では、地域や他者との積極的な関わりの中で自らを磨こうとする、次の１～５に当てはまる生徒を求めます。
  １　ビジネスやコンピュータによる情報処理に強く関心をもち、本校への志望理由が明確で、入学後も進路実現に向けて努力できる生徒
　２　基本的な生活習慣が身に付いており、日常の学習活動に対して真剣に取り組める生徒
　３　中学校の学習において、基礎学力が身に付いている生徒
　４　中学校において、部活動、生徒会活動、ボランティア活動等に意欲的に取り組んだ生徒
　５　これからの地域の担い手を目指し、自覚を持って日々の諸活動に主体的に取り組もうとする生徒

連　携　型　選　抜（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文のうち

実施するもの

情報ビジネス科学校名 宮城県南三陸高等学校 全日制
学科

（コース・部）

公立高校

ガイドブック
学校

ホームページ
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課程 募集人数 ８人程度

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 135 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

　３　  面接 ３段階評価 （Ａ～Ｃ）
＜ 合　計＞ 635 点

　Ⅱ　選抜方法

学校情報はこちら

・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、面接の結果や調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査
　　し、選抜する。

面接

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)高校生活への意欲
　　(4)志願理由書の内容について
　　(5)その他
　４　観点
　　(1)態度
　　(2)表現力等
※面接については、1日目に実施す
る。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

全学年の評定を１. ０倍にする音楽、美術、保健体育、技術家庭

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

普通科学校名 宮城県南三陸高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、将来地域を支え、地域を担っていく有為な人材を育成するため、地域に根ざし、地域に学び、地域を考える学習を重視していま
す。その上で、生徒の多様な進路目標達成のため、生徒の個々に即したきめ細やかな学習指導に力を入れ、生徒の夢の実現を全力でサポー
トしています。
　また、宮城県唯一の連携型中高一貫教育を実施する高校として、高校教員が連携中学校で授業を行ったり、生徒会や部活動で中学生とと
もに学んだりしています。

〇求める生徒像
　本校では、地域や他者との積極的な関わりの中で自らを磨こうとする、次の１～５に当てはまる生徒を求めます。
　１　南三陸地域に興味関心を持っており、地域の魅力や課題について探究するなど、自覚を持って日々の諸活動に主体的に取り組も
　　うとする生徒
  ２　本校への志望理由が明確であり、入学後も進路実現に向けて努力できる生徒
　３　基本的な生活習慣が身に付いており、日常の学習活動に対して真剣に取り組める生徒
　４　中学校の学習において、基礎学力が身に付いている生徒
　５　中学校において、部活動、生徒会活動、ボランティア活動等に意欲的に取り組んだ生徒

全　国　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文のうち

実施するもの
対象：志願者及び保護者が宮城県外に居住しており、志願者が入学期日までに宮城県内に居住する
　　　予定である者

学校
ホームページ
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課程 募集人数 ４人程度

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 135 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

　３　  面接 ３段階評価 （Ａ～Ｃ）
＜ 合　計＞ 635 点

　Ⅱ　選抜方法

学校情報はこちら

・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、面接の結果や調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査
　　し、選抜する。

面接

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)高校生活への意欲
　　(4)志願理由書の内容について
　　(5)その他
　４　観点
　　(1)態度
　　(2)表現力等
※面接については、1日目に実施す
る。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

全学年の評定を１. ０倍にする音楽、美術、保健体育、技術家庭

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

情報ビジネス科学校名 宮城県南三陸高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、将来地域を支え、地域を担っていく有為な人材を育成するため、地域に根ざし、地域に学び、地域を考える学習を重視していま
す。その上で、生徒の多様な進路目標達成のため、生徒の個々に即したきめ細やかな学習指導に力を入れ、生徒の夢の実現を全力でサポー
トしています。
　また、宮城県唯一の連携型中高一貫教育を実施する高校として、高校教員が連携中学校で授業を行ったり、生徒会や部活動で中学生とと
もに学んだりしています。

〇求める生徒像
　本校では、地域や他者との積極的な関わりの中で自らを磨こうとする、次の１～５に当てはまる生徒を求めます。
　１　南三陸地域に興味関心を持っており、地域の魅力や課題について探究するなど、自覚を持って日々の諸活動に主体的に取り組もう
　　とする生徒
  ２　ビジネスやコンピュータによる情報処理に強く関心をもち、本校への志望理由が明確で、入学後も進路実現に向けて努力できる生
　　徒
　３　基本的な生活習慣が身に付いており、日常の学習活動に対して真剣に取り組める生徒
　４　中学校の学習において、基礎学力が身に付いている生徒
　５　中学校において、部活動、生徒会活動、ボランティア活動等に意欲的に取り組んだ生徒

全　国　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文のうち

実施するもの
対象：志願者及び保護者が宮城県外に居住しており、志願者が入学期日までに宮城県内に居住する
　　　予定である者

学校
ホームページ
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